
(57)【要約】

【課題】

　腸管内挿入カテーテルの挿入を侵襲の少ない経口的に

行い、留置時は鼻腔にて実施する。更に内視鏡とロング

ガイドチューブを併用すればより安全、迅速に行える。

【解決手段】

　本体チューブの末端に一方弁を内蔵した連結装置を設

け、更にコネクター付ファンネルの先端に前記連結装置

と各ルーメンが気密性を保持しながら嵌合接続できる連

結装置を設けることによりお互いに分離可能となり、カ

テーテル後端からのガイドチューブの抜去や、口から鼻

への切り替え操作が行える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 部 に 金 属 球 、 リ ン グ や コ イ ル 等 の 錘 が 埋 設 さ れ た 誘 導 部 と 、 蠕 動 運 動 に よ る カ テ ー
テ ル の 挿 入 を 促 す バ ル ー ン が 設 け ら れ た 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル に お い て 、 本 体 チ ュ ー ブ
と 端 末 に コ ネ ク タ ー 等 が 付 設 さ れ た 分 岐 フ ァ ン ネ ル と が 着 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 と 分 岐 フ ァ ン ネ ル の 先 端 に 各 々 の ル ー メ ン 毎 の 気 密 性 を 保 持 し な が
ら 双 方 を 連 結 嵌 合 可 能 な 連 結 装 置 が 具 備 さ れ 、 連 結 時 の 接 続 強 度 が １ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 を
確 保 で き る 請 求 項 １ 記 載 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 に 具 備 さ れ た 連 結 装 置 の バ ル ー ン 内 と の 連 通 路 に 一 方 弁 が 設 置 さ れ
て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
 本 体 チ ュ ー ブ と 分 岐 フ ァ ン ネ ル の 連 結 装 置 に ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ２ 又 は
３ 記 載 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 に ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル 取 付 部 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ 記 載 の
い ず れ か の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
 内 視 鏡 等 を 用 い て 経 口 的 に 胃 の 出 口 で あ る 幽 門 輪 ま で 予 め 挿 入 さ れ た ガ イ ド チ ュ ー ブ の
中 を 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 連 結 し た 本 体 チ ュ ー ブ を 挿 入 し 目 的 の 位 置 へ 留 置 後 、 バ ル ー ン を 膨
張 さ せ カ テ ー テ ル 先 端 を 固 定 後 、 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 取 り 外 し 、 更 に ガ イ ド チ ュ ー ブ を 抜 去
し 、 次 に ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル 等 を 用 い て 本 体 チ ュ ー ブ 後 端 を 逆 行 性 に 鼻 腔 よ り 取 り 出 し 分
岐 フ ァ ン ネ ル と 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 腸 閉 塞 に 伴 う 症 例 に お い て 経 鼻 的 に 腸 内 へ 挿 入 し て 診 断 や 治 療 の た め に
用 い る 腸 管 内 挿 入 用 の カ テ ー テ ル 及 び そ の 留 置 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腸 閉 塞 の 診 断 や 治 療 に あ た っ て は 、 カ テ ー テ ル を 経 鼻 的 に 食 道 か ら 胃 体 湾 を 通 し て 腸 内
ま で 挿 入 し 、 腸 内 容 物 の 排 出 あ る い は 腸 管 内 を 減 圧 し て 内 部 負 荷 を 軽 減 す る こ と に よ る 閉
塞 解 除 法 が 多 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 用 途 に 使 用 さ れ て い る 従 来 の カ テ ー テ ル 構 造 は 、
先 端 部 位 に カ テ ー テ ル の 挿 入 を 容 易 化 す る 複 数 個 の 金 属 球 や リ ン グ 等 の 錘 を 数 珠 状 に 柔 軟
性 樹 脂 に 埋 め 込 ん だ 誘 導 部 を 設 置 し 、 本 体 チ ュ ー ブ に は 複 数 個 の 吸 引 孔 と 液 体 注 入 に よ っ
て 膨 張 す る バ ル ー ン が 付 設 さ れ 、 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 に は 各 ル ー メ ン に 連 通 す る 分 岐 チ ュ
ー ブ が 接 続 さ れ た 分 岐 フ ァ ン ネ ル が 設 け ら れ て お り 、 更 に 分 岐 チ ュ ー ブ の 末 端 に は コ ネ ク
タ ー や バ ル ー ン と 連 通 す る ル ー メ ン に は 一 方 弁 を 付 設 し た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 体 チ ュ ー ブ は 通 常 ２ ～ ３ 個 の ル ー メ ン を 有 し て お り 、 基 本 的 に は 腸 内 の 内 容 物 を 体 外
に 排 出 す る た め の 通 路 と な る メ イ ン ル ー メ ン と バ ル ー ン に 膨 張 用 流 体 を 注 入 す る た め の サ
ブ ル ー メ ン と に よ り 構 成 さ れ 、 吸 引 効 率 の 向 上 と 、 腸 壁 に 対 す る 過 度 の 吸 引 を 防 止 す る た
め の エ ア ー 導 入 通 路 と な る 別 の サ ブ ル ー メ ン が 付 設 さ れ る こ と も あ る 。 カ テ ー テ ル の 腸 管
内 へ の 挿 入 は 経 鼻 的 に 行 わ れ 、 カ テ ー テ ル 内 に 挿 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 出 し 入 れ す る
こ と に よ り カ テ ー テ ル の 剛 性 を 調 節 し な が ら 押 し 進 め 、 更 に カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 埋 設 さ
れ た 錘 を 利 用 し て 、 胃 の 出 口 と な る 幽 門 輪 を 通 過 さ せ 、 屈 曲 部 と な る ト ラ イ ツ 靱 帯 を 通 過
し た の ち バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 腸 の 蠕 動 運 動 に よ っ て カ テ ー テ ル を 腸 の 閉 塞 部 ま で 進 め る 方
法 に よ り 実 施 さ れ る 。 そ し て 留 置 後 の 腸 内 容 物 の 吸 引 ・ 排 出 は 、 本 体 チ ュ ー ブ の 吸 引 孔 か
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ら 吸 引 し メ イ ン ル ー メ ン を 通 過 し て 連 通 す る 分 岐 フ ァ ン ネ ル 、 分 岐 チ ュ ー ブ を 介 し て コ ネ
ク タ ー よ り 体 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 上 に 述 べ た カ テ ー テ ル の 使 用 方 法 が 一 般 的 で あ る が 実 際 に は 図 ７ に 示 す よ う に カ テ ー
テ ル を 幽 門 輪 を 通 過 さ せ る の が 困 難 で あ り 、 仮 に 幽 門 輪 を 通 過 し て も 胃 内 で カ テ ー テ ル が
屈 曲 し た り す る と 先 端 に 挿 入 力 が 伝 わ ら ず に そ れ 以 上 の 挿 入 が 困 難 と な り 、 特 に 緊 急 を 要
す る 蠕 動 運 動 に ま か せ ら れ な い 場 合 に 非 常 に 問 題 が あ っ た 。 ま た 腸 管 内 挿 入 カ テ ー テ ル は
通 常 ２ ～ ３ ｍ の ロ ン グ チ ュ ー ブ で あ り ガ イ ド ワ イ ヤ ー が 挿 入 で き な い 或 い は 抜 け な く な る
、 更 に は ワ イ ヤ ー 破 損 等 の ト ラ ブ ル が し ば し ば 発 生 し て い た 。 そ し て 患 者 に 対 し て も 挿 入
操 作 が ス ム ー ズ に 行 え ず に 挿 入 、 引 き 抜 き 操 作 を 繰 り 返 す と 鼻 腔 内 で 、 擦 れ に よ る 疼 痛 を
与 え る 問 題 が 生 じ て い た 。 ま た 、 挿 入 操 作 は Ｘ 線 透 視 下 に 行 わ れ る こ と が 多 く 、 挿 入 操 作
の 長 時 間 化 は 、 患 者 及 び 術 者 、 ス タ ッ フ 等 に 与 え る 被 爆 に よ る 影 響 も 問 題 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 分 岐 式 フ ァ ン ネ ル の 従 来 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る も の が あ
る が 、 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 に 直 接 フ ァ ン ネ ル を 連 結 す る 構 造 で あ る た め 、 バ ル ー ン 膨 張 保
持 用 の 一 方 弁 の 設 置 や 、 フ ァ ン ネ ル の 抜 け 防 止 用 の ロ ッ ク 機 構 の 設 置 が 行 え ず 、 特 に 後 者
に つ い て は 脱 落 防 止 の た め に コ ネ ク タ ー 管 に 凹 凸 を 設 け る 等 の き つ め の 嵌 合 に す る 必 要 が
あ り 着 脱 操 作 を 繰 り 返 す よ う な 使 用 に 対 し て は 作 業 性 が 悪 く 、 ま た 本 繰 り 返 し 操 作 に よ り
本 体 チ ュ ー ブ 末 端 の ル ー メ ン 内 が 損 傷 し 気 密 性 、 接 続 強 さ の 低 下 に 結 び つ く 可 能 性 が あ っ
た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － １ １ ７ ７ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の シ ス テ ム の こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る も の で 、 腸
管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 簡 便 、 確 実 に 着 脱 可 能 と す る こ と に よ り 挿 入 方
法 を 根 本 的 に 変 え る こ と が で き る 。 す な わ ち そ の 方 法 と は 内 視 鏡 を 用 い て 経 口 的 に ガ イ ド
チ ュ ー ブ を 胃 の 出 口 と な る 幽 門 輪 ま で 挿 入 し て お き 、 そ の 中 に カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 、 最
終 的 な 留 置 の 際 に 鼻 腔 へ カ テ ー テ ル を 置 換 す る と い う も の で あ り 、 カ テ ー テ ル が 屈 曲 す る
こ と な く 迅 速 に 挿 入 で き る ば か り で な く 、 挿 入 操 作 時 に 鼻 腔 で の 擦 れ が 発 生 せ ず に 患 者 に
も や さ し い シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 本 発 明 の 第 １ の 発 明 は 、 先 端 部 に 金 属 球 、 リ ン グ や コ イ ル 等 の 錘 が 埋 設 さ れ た 誘 導
部 と 、 蠕 動 運 動 に よ る カ テ ー テ ル の 挿 入 を 促 す バ ル ー ン が 設 け ら れ た 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー
テ ル に お い て 、 本 体 チ ュ ー ブ と 端 末 に コ ネ ク タ ー が 付 設 さ れ た 分 岐 チ ュ ー ブ と が 着 脱 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル で あ り 、 詳 し く は 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 と
分 岐 フ ァ ン ネ ル の 先 端 に 各 々 の ル ー メ ン 毎 の 気 密 性 を 保 持 し な が ら 双 方 を 連 結 嵌 合 可 能 な
連 結 装 置 が 具 備 さ れ 、 連 結 時 の 接 続 強 度 が １ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 を 確 保 で き 、 本 体 チ ュ ー ブ
の 末 端 に 具 備 さ れ た 連 結 装 置 の バ ル ー ン 内 と の 連 通 路 に 一 方 弁 が 設 置 さ れ て お り 、 ま た 本
体 チ ュ ー ブ と 分 岐 フ ァ ン ネ ル の 連 結 装 置 に ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 更 に 第 ２ の 発 明
は 、 内 視 鏡 等 を 用 い て 経 口 的 に 胃 の 出 口 で あ る 幽 門 輪 ま で 予 め 挿 入 さ れ た ガ イ ド チ ュ ー ブ
の 中 を 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 連 結 し た 本 体 チ ュ ー ブ を 挿 入 し 目 的 の 位 置 へ 留 置 後 、 バ ル ー ン を
膨 張 さ せ カ テ ー テ ル 先 端 を 固 定 後 、 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 取 り 外 し 、 更 に ガ イ ド チ ュ ー ブ を 抜
去 し 、 次 に ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル 等 を 用 い て 本 体 チ ュ ー ブ 後 端 を 逆 行 性 に 鼻 腔 よ り 取 り 出 し
分 岐 フ ァ ン ネ ル と 連 結 す る こ と に よ り 実 施 さ れ る 前 記 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 に 述 べ た 如 く 、 本 発 明 に よ る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル は 後 端 に 設 置 さ れ る コ ネ ク タ
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ー 付 分 岐 フ ァ ン ネ ル が 本 体 チ ュ ー ブ と 着 脱 で き る た め 経 口 的 挿 入 に よ る 鼻 腔 留 置 の 術 式 が
行 え 、 患 者 へ の 侵 襲 も 小 さ く 実 施 で き る と と も に 、 本 体 チ ュ ー ブ の 末 端 に 一 方 弁 を 内 蔵 し
た 連 結 装 置 を 設 け て い る た め 分 岐 フ ァ ン ネ ル を 外 し た 際 の カ テ ー テ ル 操 作 時 も バ ル ー ン を
膨 張 さ せ カ テ ー テ ル 先 端 を 消 化 管 腔 内 に 固 定 し た ま ま 行 え 、 本 体 チ ュ ー ブ 、 分 岐 フ ァ ン ネ
ル 双 方 の 連 結 装 置 が ロ ッ ク 機 構 で 確 実 に 接 続 で き る た め 術 者 に と っ て も よ り 簡 便 、 安 全 に
カ テ ー テ ル 挿 入 、 留 置 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を も と に 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 腸
管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 構 造 を 示 す 側 面 図 で 、 図 ２ は 図 １ の 連 結 装 置 の 外 観 を 示 す 立 体 斜
視 図 で 、 図 ３ は 図 ２ の 側 断 面 図 で 、 図 ４ は 本 発 明 の 連 結 装 置 の ロ ッ ク 機 構 の 他 の 実 施 例 を
示 す 側 面 図 で 、 図 ５ は 図 １ の 連 結 装 置 の 各 ル ー メ ン 配 置 を 示 す 正 面 図 で 、 図 ６ は ネ ラ ト ン
カ テ ー テ ル の 取 付 部 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 全 体 の 基 本 的 な 構 造 お よ
び 材 質 は 従 来 の も の と 変 わ り な い が 、 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） と 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） と が 着
脱 可 能 な 構 造 に な っ て い る 。 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 先 端 の 誘 導 部 に は 金 属 球 （ ４ ） 等 の 錘
が 埋 設 さ て て お り 、 腸 内 容 物 を 排 出 す る た め の 吸 引 孔 （ ５ ） に 通 ず る メ イ ン ル ー メ ン と 、
先 端 部 近 傍 に 設 け ら れ た バ ル ー ン （ ３ ） を 膨 張 さ せ る 流 体 注 入 用 の サ ブ ル ー メ ン 、 お よ び
吸 引 孔 （ ５ ） に よ る 吸 引 効 果 の 向 上 や 過 度 の 吸 引 圧 が 加 わ る の を 防 止 す る た め の エ ア ー 導
入 用 の サ ブ ル ー メ ン が 設 け ら れ て お り 、 末 端 に は 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） と 連 結 す る た め の
連 結 装 置 （ ６ ） が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） は 、 先 端 に 本 体 チ ュ ー ブ
（ １ ） の 連 結 装 置 （ ６ ） と 連 結 す る た め の 連 結 装 置 （ ７ ） を 持 ち 、 各 ル ー メ ン の そ れ ぞ れ
の 用 途 に 合 わ せ た コ ネ ク タ ー （ １ ０ ） や 一 方 弁 （ ９ ） が 分 岐 チ ュ ー ブ （ ８ ） を 介 し て 気 液
流 通 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 連 結 装 置 （ ６ ） 、 （ ７ ） に つ い て は 図 ２ 、 図 ３ に よ り 詳 細 に 述 べ る と 、 お 互 い に オ ス メ
ス 式 に 嵌 合 接 続 さ れ る 仕 様 で あ り 、 各 々 の ル ー メ ン ど う し の 気 密 性 を 確 保 す る た め に 連 結
管 （ １ ２ ） と 連 結 腔 （ １ １ ） と の 嵌 合 式 が 望 ま し く ど ち ら か に Ｏ リ ン グ （ １ ８ ） 等 を 配 置
し て 気 密 性 を 向 上 さ せ る こ と も 望 ま し い 。 更 に 連 結 装 置 （ ６ ） の バ ル ー ン （ ３ ） と 連 通 す
る 連 結 腔 （ １ １ ） の 内 腔 に は バ ネ （ １ ７ ） 等 の 弾 性 力 を 利 用 し た 一 方 弁 （ １ ６ ） が 設 置 さ
れ て お り 、 連 結 装 置 （ ７ ） と 非 連 結 時 に は 閉 鎖 状 態 に あ る が 連 結 装 置 （ ７ ） と の 連 結 時 に
は 例 え ば 先 端 に 溝 （ １ ９ ） が 施 さ れ た 連 結 管 （ １ ２ ） に よ り 一 方 弁 （ １ ６ ） が 解 放 さ れ 連
通 す る 機 構 に な っ て い る 。 ま た 、 連 結 管 （ １ ２ ） は 金 属 パ イ プ 等 を 連 結 装 置 （ ７ ） の 各 ル
ー メ ン に 埋 設 固 着 し た も の で も 良 い が 本 発 明 の よ う に ル ー メ ン 数 が 複 数 の 場 合 に お い て は
連 結 装 置 （ ７ ） と の 一 体 成 型 品 で あ る 方 が コ ス ト 的 に 有 利 で あ る と と も に 本 発 明 に 要 求 さ
れ る カ テ ー テ ル 軸 に 対 す る 平 面 方 向 、 深 さ 方 向 と も に 精 密 な 位 置 合 わ せ が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 連 結 装 置 （ ６ ） （ ７ ） は 連 結 時 の 接 続 強 度 が 留 置 時 に か か り う る １ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２

以 上 を 確 保 す る 必 要 が あ る が 、 嵌 合 の み で こ の 数 値 を 確 保 し よ う と す る と き つ め の 嵌 合 に
せ ざ る を え ず 繰 り 返 し 着 脱 を 行 う 場 合 に は 作 業 性 が 著 し く 損 な わ れ る 。 そ こ で バ ル ー ン 膨
張 時 の 内 圧 や 腸 内 容 物 の 排 出 時 の 吸 引 力 に 耐 え う る 気 密 性 が 確 保 さ れ て い れ ば 極 力 嵌 合 具
合 は 緩 め の 方 が 望 ま し く 、 カ テ ー テ ル 軸 方 向 に 連 結 嵌 合 後 、 連 結 装 置 （ ７ ） の ロ ッ ク （ １
３ ） を 回 転 さ せ て 、 つ め （ １ ４ ） を 連 結 装 置 （ ６ ） の ロ ッ ク 受 （ １ ５ ） に ひ っ か け る 機 構
や 、 ま た 図 ４ の よ う な カ テ ー テ ル 軸 方 向 に 連 結 嵌 合 す る の み で 実 施 で き る も の 等 の ロ ッ ク
機 構 を 設 け る こ と で 、 よ り 作 業 性 の 良 い 連 結 装 置 （ ６ ） （ ７ ） と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 連 結 装 置 （ ６ ） （ ７ ） や ロ ッ ク （ １ ３ ） 等 に 使 用 さ れ る 材 質 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は
な い が 確 実 な ロ ッ ク 機 構 を 確 保 す る た め に は 硬 質 材 料 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 連 結 装 置
（ ６ ） に つ い て は 後 述 す る 使 用 方 法 の ご と く 口 腔 か ら 鼻 腔 へ 置 換 さ せ る た め 、 硬 質 材 料 部
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分 の 全 長 が 極 力 短 か く 外 径 も 極 力 細 い こ と が 望 ま し く 、 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 外 径 に 同 径
で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 ま た 各 々 は 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） や 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） と 接
着 、 溶 着 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ り 組 み 立 て ら れ る 。 更 に カ テ ー テ ル の 各 ル ー メ ン お よ び 連
結 装 置 （ ６ ） （ ７ ） の ル ー メ ン 等 の 配 置 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 図 ５ （ ａ ） に
示 す よ う に 対 向 す る サ ブ ル ー メ ン サ イ ズ が 同 じ で あ れ ば 対 照 形 状 と な る た め 連 結 装 置 （ ６
） と （ ７ ） と の 向 き を 誤 ら な い た め の 表 示 や 嵌 合 部 を 設 け る 等 が 必 要 と な る が 、 （ ｂ ） の
よ う に 非 対 照 形 状 を と れ ば 必 ず し も こ れ ら の 実 施 は 必 要 で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 本 発 明 に よ る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 使 用 方 法 を 図 ８ ～ 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る
。 ま ず 本 品 の 使 用 前 確 認 と し て 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） と 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） を 連 結 し バ ル
ー ン （ ３ ） の 膨 張 検 査 を 実 施 す る と と も に プ ラ イ ミ ン グ を 行 い 一 度 バ ル ー ン （ ３ ） を 収 縮
さ せ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 経 口 的 に 内 視 鏡 （ ２ ７ ） を 幽 門 輪 ま で 挿 入 し 、 で き る だ け 直 線
化 さ せ 、 ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ２ ８ ） を 追 随 さ せ 留 置 し た 後 、 図 ９ の よ う に 本 体 チ ュ ー ブ （ １
） を ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ２ ８ ） 内 に 押 し 進 め 目 的 の 位 置 ま で 挿 入 す る 。 そ こ で 本 体 チ ュ ー ブ
（ １ ） の 先 端 位 置 が 動 か な い よ う に す る た め に バ ル ー ン （ ２ ） を 膨 張 さ せ 、 分 岐 フ ァ ン ネ
ル （ ２ ） を 取 り 外 し た 上 で ガ イ ド チ ュ ー ブ （ ２ ８ ） を 抜 去 す る 。 次 に 図 １ ０ の よ う に 鼻 か
ら 挿 入 し た ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） を 口 よ り 引 き 出 し 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 後 端 に 結
び つ け 、 ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） を 鼻 か ら 引 き 戻 し 次 い で 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） 末 端 を
引 き 出 し 、 ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） を 取 り 外 す 。 そ し て 図 １ １ の よ う に 分 岐 フ ァ ン ネ
ル （ ２ ） を 再 度 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 末 端 に 連 結 す る こ と に よ り 留 置 完 了 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 術 式 は 内 視 鏡 を 使 用 で き る 術 者 に 限 定 さ れ る が ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 使 用 せ ず と も
腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル を 留 置 で き る 術 式 と し て 有 用 で あ る 。 ま た 基 本 的 に は 本 カ テ ー テ
ル は 非 内 視 鏡 下 の ガ イ ド チ ュ ー ブ を 使 用 し な い 従 来 の 方 法 で も 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り
、 或 い は 挿 入 操 作 を 経 口 に て 実 施 し 鼻 腔 留 置 に 置 換 す る と い っ た 使 用 方 法 で も 患 者 の 鼻 腔
内 で の 侵 襲 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 逆 に 内 視 鏡 と ガ イ ド チ ュ ー ブ に よ る 本 発 明 の 使
用 法 に 限 定 す れ ば ガ イ ド チ ュ ー ブ 先 端 が 胃 出 口 の 幽 門 輪 内 ま で 挿 入 さ れ る た め 、 幽 門 輪 を
通 過 さ せ る た め の カ テ ー テ ル 先 端 に 埋 設 さ れ る 錘 は 不 要 と な り コ ス ト 的 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 前 記 使 用 方 法 を よ り 簡 便 に す る た め の 付 属 品 と な る ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル 取 付 部 （
２ ４ ） に つ い て 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 一 実 施 例 で あ る が （ ａ ） は 取 付 部 （ ２ ４ ）
と ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） を 固 定 す る 前 の 図 で （ ｂ ） は 固 定 し た 図 で あ る 。 取 付 部 （
２ ４ ） は 筒 状 形 状 を な し 、 先 端 部 は 前 述 の と お り 経 口 的 に 挿 入 さ れ た 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ）
を ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル を 用 い て 鼻 へ 移 行 さ せ る た め 鼻 腔 内 を 傷 つ け な い よ う に 丸 め ら れ た
形 状 が 望 ま し く 、 末 端 に は 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 連 結 装 置 （ ６ ） の ロ ッ ク 受 （ ２ ０ ） と 嵌
合 す る つ め （ ２ ６ ） が 設 置 さ れ て お り 、 ほ ぼ 中 央 に ス ト ッ パ ー （ ２ ５ ） が 設 け ら れ 、 ネ ラ
ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） を 取 付 部 （ ２ ４ ） 内 に 挿 入 後 、 ス ト ッ パ ー （ ２ ５ ） を 嵌 合 さ せ る
と ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル （ ２ ３ ） が 固 定 さ れ る 。 材 質 、 寸 法 は 連 結 装 置 （ ９ ） 等 と 同 様 に 硬
質 材 料 で 短 く 、 細 い も の が 望 ま し い が 、 先 端 部 の 丸 め 形 状 部 の み 軟 質 材 料 と す る こ と も 望
ま し い 。 本 取 付 部 （ ２ ４ ） と 分 岐 フ ァ ン ネ ル （ ２ ） を 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） に 交 換 取 り 付 け
し て 使 用 す る こ と に よ り 本 体 チ ュ ー ブ （ １ ） の 末 端 に 結 び つ け る 等 の 作 業 を 簡 便 に す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１  本 体 チ ュ ー ブ
２  分 岐 フ ァ ン ネ ル
３  バ ル ー ン
４  金 属 球
５  吸 引 孔
６  連 結 装 置
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７  連 結 装 置
８  分 岐 チ ュ ー ブ
９  一 方 弁
10 コ ネ ク タ ー
11 連 結 腔
12 連 結 管
13 ロ ッ ク
14 つ め
15 ロ ッ ク 受
16 一 方 弁
17 バ ネ
18 Ｏ リ ン グ
19 溝
20 ロ ッ ク
21 つ め
22 ロ ッ ク 受
23 ネ ラ ト ン カ テ ー テ ル
24 取 付 部
25 ス ト ッ パ ー
26 つ め
27 内 視 鏡
28 ガ イ ド チ ュ ー ブ
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 連 結 装 置 の 構 造 を 示 す 立 体 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 連 結 装 置 の 構 造 を 示 す 側 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 連 結 装 置 の ロ ッ ク 機 構 を 示
す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ２ 種 類 の 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 連 結 装 置 の 各 ル ー メ ン
配 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 付 属 品 と な る ネ ラ ト ン カ テ ー
テ ル 取 付 部 の 構 造 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 腸 管 内 挿 入 用 カ テ ー テ ル の 留 置 方 法 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
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摘要(译)

[问题] 肠插入导管以最小的侵害经口插入，并且在留置时被放置在鼻腔
中。 此外，如果将内窥镜和较长的导管一起使用，将更加安全，快捷。 
[解决方案] 在主体管的端部设有带有单向阀的连接装置，该连接装置和
各管腔可以安装并连接，同时通过连接器在漏斗的前端保持气密性。 可
以从导管的后端取下导管，然后从嘴巴切换到鼻子。 [选型图]图1
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